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研究成果の概要（和文）：本研究は，保育所のマッチングシステムに関する研究である。現在の保育所のマッチ
ングシステムの問題点としては，（１）いわゆる「待機児童」の存在，（２）待機ではないが，志望順位が低く
不便な保育所を利用しなければならない利用者の存在，（３）保育園に入園する手続きをする際の，いわゆる
「保活」による非効率性，があげられる。本研究では，マーケットデザインという分野の一部で議論されてい
る，マッチング理論を通じてこれらの問題の解決を模索した。

研究成果の概要（英文）：We consider the system of the nursery schools by using the market design 
approach especially using the matching theory. There are three problems in the system of the nursery
 schools in Japan. First one is so-called "nursery school waiting lists problem", which is the 
problem that in several regions, many nursery schools are over-demanded. Second one is that many 
children are assigned to a nursery school, but it is inconvenient for their parent(s), for example, 
the school is far from their home. Third, to avoid assigning no school or an inconvenient school, 
parent(s) will various strategic behaviors that are often very costly for them. 
We disucss several matching mechanisms to solve these problems. 

研究分野： ミクロ経済学，ゲーム理論，産業組織論

キーワード： マッチング理論　産業組織論　保育所（園）
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
保育所の問題は，利用者の就業，生活に大きくかかわっており，重要な社会問題である。例えば，自分の子が待
機児童になったり不便な保育所にあずけることになった場合，彼らの思い描くようなキャリアを歩めなくなって
しまう。本研究ではそのような問題を解決するための知見を得た。
また，学術上もいくつかの貢献をした。まず，既存の学校選択モデルを，学校の優先順位が弱順序でなく，半順
序で表される場合を含むようモデルを一般化し，様々な分析を行った。さらに，学校選択問題の既存の文献でほ
とんど扱われていなかった，学生（利用者）の戦略的な側面についても分析を加えた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究は，保育所のマッチングシステムに関する研究である。現在の保育所のマッチングシ

ステムの問題点としては，（１）待機児童の存在，（２）待機ではないが，志望順位が低く不

便な保育所を利用しなければならない利用者の存在，（３）保育園に入園する手続きをする

際の，いわゆる「保活」による非効率性，があげられる。 

 
 
２．研究の目的 

 まず，（１）待機児童問題は，保育所を利用する児童の数が，保育所を利用したい（さ

せたい）児童の数を下回ることで起こる問題である。都市部など保育所の新設が難しいが，

児童の数が多い地域でよくおこる問題となっている。（２）の志望順位が低く不便な保育所

を利用せざるを得ない問題は，（１）と関連した問題である。待機にとなった家庭や，家か

ら遠いなど不便な保育所を利用せざるを得ない家庭は，特に女性の復職が困難になるか，復

職しても思うように働くことができなくなってしまう。これは，個々の子を持つ親の人生設

計にかかわるだけでなく，日本経済全体にとっても大きな問題である。また，幼児教育の重

要性は多くの論文で指摘されており，待機児童になることは，児童にとって重要な教育機会

が失われることを意味する。 

次に，本研究では（３）の「保活」の問題に注目した。利用者たちは，自分の子が待機児

童にならないように，あるいは不便でない保育所にあずけることができるように，様々なこ

とを考え，ときには実行している。例えば，保育所の志望順位を提出するときに，人気の園

を上位におくことを避ける，といったことはよく行われている。また，保育所は 1 歳児クラ

スが最も利用申請がおいことから，本来はもっと長めに育児休暇が取れるにもかかわらず，

育児休暇を切り上げて０歳児クラスから申請するといったことがなされている。さらには，

年収やその地域に住んでいる期間などが優先順位に影響することから，育児休業前の労働

時間を増やしたり減らしたりして，年収を調節したり，引っ越しをするあるいは延期するこ

とによって，優先順位を調整することが考えられる。 

本研究はこれらの問題の解決を目的としている。 
 
３．研究の方法 

本研究では，マッチング理論を通じてこれらの問題の解決を模索した。保育所システムに

ついてマッチング理論を用いた先行研究としては，Okumura (2019)では，マッチングシス

テムを見直すことで，保育所の潜在能力をより発揮させて，待機児童を減らすことができる

ことが示唆されている。これは，（２）の志望順位が低く不便な保育所を利用せざるを得な

い利用者を減らす意味でも重要である。また，（３）の問題についてもマッチングルールの

耐戦略性などについての関連研究は多く存在する。 
 
 
４．研究成果 

Kitahara and Okumura (2019)では，マッチングがみたすべき性質とマッチングの数（以

下マッチ数）との関係を明らかにした。すなわち，安定的なマッチングおよび効率的なマッ

チングにおける，最も少ないマッチ数を議論した。安定性と効率性は，マッチングがみたす

べき性質として，代表的なものである。また，効率的なマッチングはもちろんのこと，安定



なマッチングも弱い条件で，存在することが知られており，（例えば，Kasuya (2021)など）

ここでは，それらが存在する環境で議論した。その結果，安定性あるいは効率性を満たすマ

ッチングのマッチ数はかなり少ない場合があり，それを増やすためには，例えば安定性を弱

めるなどして，別の性質を満たすマッチングを考えた方がよいことが示唆された。 

 マッチング研究において，多くの研究者が述べているとおり，安定性と効率性はしばしば

対立する概念である。そこで，Kitahara and Okumura (2021b, 2023)では，比較的重要で

ない保育所側の優先順位を無視することで，マッチングの安定性を弱め，効率性を改善する

方法を明らかにした。具体的には，例えば，優先順位を決めるルール（以下優先ルール）と

して，所得が 1 円でも低い方を優先するというルールが採用されている場合，「２つの家庭

で，所得の違いが 100 万円未満の場合は，優先順位をタイとするが，それ以上の場合は低

い方の家庭を優先する。」といった優先ルールに変更し，Kitahara and Okumura (2021b, 

2023)で提案されたマッチングルール（あるいはメカニズム）を用いることで，マッチング

の効率性を改善することができることを明らかにした。より専門的には，このような優先順

の弱め方は既存研究で考えられていた弱順序とは異なり，優先順位が半順序となることを

許さなければならない。したがって，Kitahara and Okumura (2021b, 2023)では，弱順序

のもとで有効であった既存のメカニズムを，半順序優先順位のもとでも機能するように拡

張した。 

しかしながら，Kitahara and Okumura (2021b, 2023)の方法では効率性は改善するもの

の，マッチ数は増やすことができないこともわかった。すなわち，この方法を用いると，上

の（２）の問題の解決には寄与するが，（１）の待機児童問題は解決しないことがわかった。

（１）の問題を解決する安定性の弱め方については，検討中である。 

また，Kitahara and Okumura (2020,2021a)では，人種や性別などについて，１つの保

育所の利用者の多様性を増したい場合の優先ルールおよびそれを用いたマッチングルール

を議論した。ただし，少なくとも日本においては，保育所の利用者の多様性の確保が喫緊の

課題という指摘はみあたらない。したがって，Kitahara and Okumura (2020,2021a)は，

どちらかというと高校や大学などの入学者を決める際に重要な理論といえる。また，この研

究の過程で，多様性についての先行研究である Erdil and Kumano (2019)において，証明の

不備があることがわかったため，Erdil, Kitahara, Kumano and Okumura (2022)でそれを

指摘した。 

Hirata, Kasuya and Tomoeda (2021, 2023)では，既存の安定性概念を弱めたものを提案

している。そこでは，（本研究とは直接関係がないが），ルームメートモデルという，既存の

安定性概念では安定マッチングが存在しないようなモデルを考えている。そして，その弱め

た概念の安定性ならば，安定マッチングが存在することを示した。この概念を用いて，上記

の（１），（２）の問題を解決できるかどうかは目下のところ検討中である。 

 次に，（３）の保活における戦略のうち，志望順位を調整する戦略については，既存の研

究で耐戦略性とよばれる性質が扱われており，盛んに議論されている。例えば，Hirata and 

Kasuya (2017)は，既存の研究よりも一般的な状況における耐戦略性について議論おり，

Kasuya (2021)では，一個人でそのような戦略をとる場合と，集団でとる場合を比較し，個

人では志望順位を調整するインセンティブを持たないが，集団ではそのようなインセンテ

ィブを持つ場合を論じている。しかしながら，マッチング理論の文献においては，それ以外

の戦略についてはほとんど議論されていない。そこで，Hirata, Kasuya and Okumura 

(2022)では，上述のようなより様々な戦略を実行し得る利用者を想定し，利用者がそれらの



戦略を用いるインセンティブを持たないようなマッチングルールについて議論した。 

 また，上述の耐戦略性はマッチングルールの性質としては不必要に強く，ほとんど不可能

性定理しかもたらさないという批判もある。そこで，Okumura (2021)では，戦略的な操作

に関するより弱い性質を議論した。そこでは，（本研究と直接関係のない）投票モデルが議

論された。この概念を持つマッチングルールに関する研究は，今後の課題としたい。 
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